
 
 

アジサイについて博識になった 

アジサイの殆どは鑑賞用とされていますが、栽培さ
れているものは日本原産種でした。アジサイの本種は
１５種～１６種で、園芸種は５００種～１０００種に
も至ります。六甲山地は夏でも２５℃～３０℃までの
気温で霧が多く適度な湿度等、アジサイの育つ条件に
適しているそうです。六甲山の酸性地ではブルーのア
ジサイが今年も見事に咲いていました。（中略） 

・アジサイの家系図って何？ 
・アジサイって何色？ 

・米村美穂さんの観察記録 

・挿し木実習など 
（※詳しくは１～２ページをお読みください） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あぁっ…と言う間に 

米村さんのアジサイに於ける熱弁は参加者一同、納得
と満足に心打たれ、帰り道では、おそらく来た時以上
に「六甲山のアジサイ」に愛情を持って見守って戴け
る事間違いなしといった所で会を終了しました。 
（※尾崎さんにレポートを提供して頂きました。） 

主催：六甲山自然保護センターを活用する会 
後援：兵庫県神戸県民局 
   兵庫県立人と自然の博物館 

みごとなアジサイの中、当日参加者も多数 

 「あと数日で梅雨明け？」と気象庁の声が聞こえる
中、正午を少し過ぎた時自然保護センター前のベンチ
に腰を掛けていました。するとセグロセキレイが姿を
現し又ケーブル山頂付近でもコゲラ、シジュウガラの
声も聞こえていました。市民の森、六甲山とさえずっ
ているようでした。 
さて、本日の市民セミナー参加者が楽しみに待って

いました「六甲山のアジサイ」の話が始まります。

六甲山がアジサイでいっぱいに 

 六甲山に暮らして３３年の米村さんが、保養所のゴ
ミ置場付近にアジサイを植えられました。ゴミ置場の
周りは青々と育ったアジサイがその場を飾りつくし
ました。 
 昭和５０年「花と市民の協定」条例第１号として５
年間で２万本のアジサイを植えられ、まさにアジサイ
づくしに花が咲きました。 
 又その昔、氷が作られていたツゲ池は三分の一が歩
道になり信号機も設置されました。 

そのツゲ池前に「ア
ジサイ園」を作られ
今では各種のアジサ
イを楽しむ事ができ
ます。と淡々と話さ
れている内に、六甲
山のアジサイの歴史
に全員が入門してい
ました。 
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昭和4年、丹波篠山町生まれ。
昭和29年、西宮市公立小学校教
諭。昭和44年から8年間、タキ
ロン保養所管理人を勤めた後、
岩谷産業山荘の管理人。六甲山
のアジサイを育てる会会長。 
兵庫県神戸地域ビジョン委員。 

「シチダンカ」の挿し木実習 

市民セミナーVol.4 

六甲山のアジサイ/米村邦稔

2003 年 7 月発行 

第４回テーマ ： 
六甲山のアジサイ 

講演内容 
１：六甲山で発見されたシチダンカ 
・シーボルトの記した「日本植物誌」 
 で紹介された幻の花「シチダンカ」 
２：六甲山のアジサイあれこれ 
・六甲山はアジサイの宝庫 
・アジサイの栽培に適した六甲の土壌 
３：シチダンカの挿し木をプレゼント 

実施日：平成１５年７月１９日（土） 
    午後１時～４時 
場 所：六甲山自然保護センター内 
    レクチャールーム 

講演に聞き入る参加者 
（左：尾崎さん） 

アジサイの観察記録の紹介 


